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生徒の部活動に関する実態調査アンケート結果について 

 

１ 生徒向けアンケート結果 

１ 回答数 １０３６名 

２ 現在の参加状況 参加している ９１．５％（９４８名） 参加していない ８．５％（８８名） 

３ 参加している部活動の種類 運動部活動 ６１．８％（５８６名） 文化部活動 ３８．２％（３６２名） 

４ 部活動は有意義だと思いますか 思う 
６３．６％ 

（６０３名） 
やや思う 

２５．９％ 

（２４６名） 
あまり思わない 

７．４％ 

（７０名） 
思わない 

３．１％ 

（２９名） 

○回答した生徒の約９１％が部活動に参加している。 

○所属の割合は、運動部活動が約６２％、文化部活動が約３８％である。 

○約９０％の生徒が現在の部活動を有意義と感じている。 

５ 
顧問の先生から専門的な技術指導が

受けられていると思いますか。 
思う 

５５％ 

（５２１名） 
やや思う 

２４．３％ 

（２３０名） 
あまり思わない 

１０．５％ 

（１００名） 
思わない 

１０．２％ 

（９７名） 

○約７９％の生徒が、学校の教員から専門的な指導を受けられていると感じている。 

●約２１％の生徒は、学校の教員から専門的な指導を受けられていないと感じている。 

６ 

現在、参加して

いる部活動につ

いて、困ってい

ることはありま

すか。 

特になし ６８．２％（６４７名） 部員が多く、試合や発表会に出られない生徒がいる ６％（５７名） 

技能が向上していない １２．９％（１２２名） 
目標や課題の解決策等について、自分たちで考える

時間がない・少ない 
５．４％（５１名） 

休みがない・少ない １２．０％（１２０名） 部員が多く、練習の機会が少ない ３．２％（３０名） 

学習や趣味に使える時間がない １０．１％（９６名） 部員が少なく、試合や発表会に出場できない １．９％（１８名） 

部員が少なく、効果的な練習が十分にできない ６．９％（６５名）   



 

 

 

 

○約６８％の生徒が「困っていること」は「特になし」と回答している。 

●困っていることの上位は、「技術が向上していないこと」約１３％、「休みがない・少ない」１２％、「学習や趣味に使える時間がない」約１０％と

なっている。休みや自分の時間に関する項目が約２２％と高めとなっている。 

●部員が少ないことによる困り感がある生徒が約９％いる。 

●一方、部員が多いことによる困り感がある生徒も約９％いる。 

７ 
部活動に参加していない理由は 

（回答：８８名） 

他に頑張りたいことがあるため 
３６．４％

（３２名） 
自分が希望する種目や分野の部活動がないため ２９．５％（２６名） 

学校の部活動より地域の活動のほうが、

自分のやりたいことに合っていたため 

３５．２％

（３１名） 
その他（人間関係３名、合わなかった４名等） ２８．４％（２５名） 

○部活動に参加していない生徒のうち、校外や地域の活動で頑張りたいことややりたいことに取り組んでいる生徒が約７２％ 

●希望する部活動がないために参加していない生徒が約３０％ 

８ 

今後、自分の学校に、希望する種目

や分野の部活動がない場合、どのよ

うな活動に参加したいですか。 

自分の学校にある部活動の中か

ら選んで参加したい 
５９．２％（６１３名） 

他の学校に希望する部活動があり、それ

に参加できるのであれば参加したい 
７．６％（７９名） 

希望する部活動がなければ、他

の部活動には参加しない 
２０．２％（２０９名） 

地域に自分が希望する活動があれば、地

域でのスポーツ・文化活動に参加したい 
１３％（１３５名） 

○希望する種目がない場合、自校の他の部活動に参加したい生徒が約５９％ 

○合同部活動への参加希望が約８％、地域部活動への参加希望が約１３％と、希望する種目を行うために、自校以外の活動への参加を希望する生徒

は、全体の約２１％ 

●自校に希望する部活動がなければ、参加しない生徒が約２０％ 

９ 
今後、資格のある指導者から専門的

な指導を受けたいと思いますか。 
思う 

４０．８％ 

（４２３名） 
やや思う 

３３．４％ 

（３４６名） 
あまり思わない 

１５．６％ 

（１６２名） 
思わない 

１０．１％ 

（１０５名） 

○資格のある指導者から専門的な指導を受けたいと思っている生徒が、約７４％ 

●資格のある指導者から専門的な指導を受けたいと思っていない生徒が、約２６％ 

10 

地域でのスポーツ・文化活動に

ついて、どのような活動に参加

したいと思いますか。 

年間を通じて、同じ種目や分野を深

めていく活動 

３９．７％ 

（４１１名） 

競技・大会でより高い記録・成績

を残すことを目指す活動 

２４．８％ 

（２５７名） 

季節ごとに異なる活動を行うなど、

複数の種目や分野に取り組む活動 

１９．８％ 

（２０５名） 

競技・大会志向ではなく、レクリ

エーション志向で行う活動 

１５．７％ 

（１６３名） 



 

 

 

 

○年間を通じて同じ種目に取り組む活動に参加したい生徒が約４０％ 

○大会等で結果を出すことを求めている生徒が約２５％ 

○様々な種目に取り組みたい生徒が約２０％、レクリエーション志向を希望する生徒が約１６％ 

11 

来年度、地域でのスポーツ・文化活

動にどのような種目や分野があった

ら参加したいと思いますか。 

バスケットボール 

（４７名） 

バレーボール 

（３０名） 

バドミントン 

（３０名） 

テニス 

（２５名） 

水泳 

（２０名） 

陸上 

（２０名） 

ダンス 

（１９名） 

卓球 

（１９名） 

美術（１１名） 
ボランティア 

（６名） 

プログラミング 

（６名） 
     

12 

今までの部活動ではなく、地域での

スポーツ・文化活動に参加する形に

なった場合、どのような心配があり

ますか。 

指導者が学校の先生ではないこと ３４．７％（３５９名） 
様々な学校から生徒が参加するた

め、参加メンバーとの関係づくり 
５５％（５７０名） 

活動場所が自分の学校ではない場合、

移動の負担が生じること 
４５．３％（４６９名） 

大会への参加、成果発表の場の確

保 
１９．８％（２０５名） 

 



 

教員の部活動に関する実態調査アンケート結果について 

 

１ 教員向けアンケート結果 

１ 回答数 ９３名 

２ 現在、担当している部活動を選択してください。 運動部活動 ６９．９％（６５名） 文化部活動 ３０．１％（２８名） 

３ 
現在、担当している部活動は、ご自身の専門の種目や分
野ですか 

専門である ４０．９％（３８名） 専門ではない ５９．１％（５５名） 

４ 
担当している部活動に部活動指導員や外部指導員が配
置されていますか 

部活動指導員と外部指導員 ８．６％（８名） 外部指導員 ２８％（２６名） 

部活動指導員 ５．４％（５名） 配置されていない ５８．１％（５４名） 

５ 
ご自身が休日部活動に関わっている日数は月当たり何日
程度ですか 

０日 １９．４％（１８名） ２～３日 １９．４％（１８名） 

１日 ９．７％（９名） ４日以上 ５１．６％（４８名） 

○専門の種目を指導している教員が約４１％、専門ではない種目を指導している教員が約５９％ 

○顧問以外の指導員が配置されていない部活動が約５８％ 

○休日に部活動で従事している教員が、約８１％ 

６ 
自分の専門の部活動について、指導や運営に携わりたい
ですか 

平日・休日共に携わりたい ２１．５％（２０名） 休日のみ携わりたい ３．２％（３名） 

平日のみ携わりたい ３２．３％（３０名） 平日・休日とも携わりたくない ４３％（４０名） 

○専門の種目であれば平日・休日とも携わりたいと思っている教員が約２２％ 

○専門の種目であれば平日のみ携わりたいと思っている教員が約３２％ 

   →専門の種目の場合、指導や運営に携わりたいと思っている教員は半数以上いる 

●専門の種目でも、平日・休日とも携わりたくないと思っている教員が約４３％ 

７ 
自分の専門ではない部活動について、指導や運営に携わ
りたいですか 

平日・休日共に携わりたい ４．３％（４名） 休日のみ携わりたい ２．２％（２名） 

平日のみ携わりたい １２．９％（１２名） 平日・休日とも携わりたくない ８０．６％（７５名） 

○専門外の種目でも平日・休日とも携わりたいと思っている教員が約４％ 

○専門外の種目でも平日のみ携わりたいと思っている教員が約１３％ 

●専門外の種目であれば平日・休日とも携わりたくないと思っている教員が約８１％ 

  →専門外の種目の場合、多くの教員が指導や運営に携わりたくない 

８ 
今後、専門的な指導を行ってくれる外部の方が運営に
携わってほしいと思いますか。 

思う ６２．４％（５８名） あまり思わない ７．５％（７名） 

やや思う ２８％（２６名） 思わない ２．２％（２名） 

○専門的な指導を行ってくれる外部の指導員に携わってほしいと思っている教員が約９０％ 



１０ 
現在、部活動の指導や運営に負
担を感じていますか 

感じている ４６．２％（４３名） やや感じている ３３．３％（３１名） あまり感じていない １５．１％（１４名） 感じていない ５．４％（５名） 

９ 
現在、指導している部活動につい
て、困っていることは何ですか。 

校務が忙しく思うように、部活動の指導ができない ６５．６％（６１名） 審判や大会運営への参加 ３７．６％（３５名） 

家族との時間や自分の趣味に費やす時間がない ５８．１％（５４名） 専門的な技術指導ができない ３２．３％（３０名） 

教材研究、授業準備の時間がとれない ５４．８％（５１名） 技能を向上させられない ２２．６％（２１名） 

休みがない・少ない ４３  ％（４０名） 該当なし ７．５％（７名） 

部活動の技術指導以外の業務が多い ３７．６％（３５名） その他 ８．６％（８名） 

1１ 

現在、部活動の指導や運営によっ
て、どのような業務に支障が生じ
ていますか 

教材研究 ６４．５％（６０名） 保護者との連絡、面談等 ３２．３％（３０名） 

教員との連絡、打ち合わせ ４４．１％（４１名） 該当なし １８．３％（１７名） 

生徒指導（面談や補習等） ４１．９％（３９名）   

●部活動の指導や運営に負担を感じている教員が約８０％ 

●部活動の指導によって困り感がある教員が約９４％ 

●業務に支障が生じていると感じている教員が約８２％ 

1２ 
今後、生徒数が減り、学校内の部活動の設置数や部員数
が減少していくことが考えられます。そのような場合、部活
動はどのような実施形態が望ましいと考えますか 

設置する部活動を精選して自
校のみで実施する 

１４％（１３名） 学校ではなく、地域クラブや民間団
体などにおける地域でのスポーツ・
文化活動に移行する 

７９．６％（７４名） 
複数の学校による合同部活
動として実施する 

６．５％（６名） 

○地域移行を望む教員が約８０％ 

  →生徒アンケートの自校で部活に参加したい生徒約５９％、地域部活動へ参加したい生徒約１３％との差が大きい結果となった 

1３ 

部活動が地域に移行した際に、自分の専門の活動である
場合、地域でのスポーツ・文化活動の指導や運営に携わり
たいですか 

有償で、平日・休日とも携わりたい １８．３％（１７名） 無償で平日のみ携わりたい ３．２％（ ３名） 

有償で平日のみ携わりたい ２４．７％（２３名） 
有償・無償にかかわらず、平日・休
日とも携わりたくない 

５０．５％（４７名） 

有償で休日のみ携わりたい ３．２％（ ３名）   

○有償であれば携わりたいと思っている教員が約４７％ 

●有償・無償にかかわらず、平日・休日とも携わりたくない教員が約５１％ 

14 
部活動や地域でのスポーツ・文化活動につい
て、生徒をどのような活動に参加させたいと
思いますか 

年間を通じて、同じ種目や分野を深めていく
活動 

５４．８％（５１名） 
競技・大会でより高い記録・成績
を残すことを目指す活動 

１６．１％（１５名） 

季節ごとに異なる活動を行うなど、複数の種
目や分野に取り組む活動 

１６．１％（１５名） 
競技・大会志向ではなく、レクリ
エーション志向で行う活動 

１２．９％（１２名） 

○年間を通じて同じ種目に取り組んでほしいと思っている教員が約５５％。大会等で結果を出すことを目指す活動に参加させたい教員が約１６％ 

→生徒アンケ－トと同様の傾向が出ている。 

15 
生徒が、地域でのスポーツ・文化活動に参加する形にな
った場合、どのような心配がありますか。 

・地域と学校の連携、情報共有                ・指導者の質、量 

・地域活動でのトラブル対応（生活指導、保護者への対応）   ・大会運営、引率の有無 

・怪我や事故への対応                    ・学校や教員の介入が必要か 

・予算の確保                        ・場所や時間の制限   等 



 



 

保護者の部活動に関する実態調査アンケート結果について 

 

１ 保護者向けアンケート結果 

１ 回答数 ４１６名 

２ お子様が現在、部活動に参加していますか。 参加している ８９．４％（３７２名） 参加していない １０．６％（４４名） 

３ 現在、お子様が参加している部活動を選択してください。 運動部活動 ６７．２％（２５０名） 文化部活動 ３２．８％（１２２名） 

４ 
現在、お子様が参加している部活動では、専門的な技術

指導が受けられていると思いますか。 
思う 

３１．７％ 

（１１８名） 
やや思う 

３３．９％ 

（１２６名） 
あまり思わない 

２２．８％ 

（８５名） 
思わない 

１１．６％ 

（４３名） 

○参加率や参加している部活動の種類も概ね生徒アンケートと同様の傾向である。 

●専門的な指導が受けられていると感じている割合は約６５％で、生徒の約７９％と比較すると低くなっている。 

５ 

現在、お子様が参加している

部活動について、困っている

ことはありますか。（複数選

択可） 

特になし ５８．６％（２１８名） 
部員が多く、試合や発表会に出られない生徒
がいる  ６．５％（２４名） 

技能が向上していない ２２．８％（８５名） 学習や趣味に使える時間がない  ５．１％（１９名） 

部員が少なく、効果的な練習が十分にできない １２．４％（４６名） 部員が少なく、試合や発表会に出場できない ５．１％（１９名） 

目標や課題の解決策等について、自分たちで考
える時間がない・少ない ９．４％（３５名） 部員が多く、練習の機会が少ない  ２．７％（１０名） 

休みがない・少ない  ６．７％（２５名）   

○生徒と同様に困っていることは「特になし」が約５９％と最多になっている。 

●２番目に多い項目も生徒と同じく「技能が向上していない」となっている。また、生徒より約１０％高く約２３％となっている。 

 教員のアンケートの「技能を向上させられない」約２３％と同等の結果である。 

●部員が少ないことによる困り感がある保護者は約１８％で、生徒の約９％と比較して高い 

６ 
今後、国は中学校の部活動を地域に移行することを示し

ていますが、ご存じですか 
知っている ６１．３％（２５５名） 知らない ３８．７％（１６１名） 

●部活動の地域移行について知らない保護者が、約３９％ 

７ 

お子様の学校に、希望する種目や分野の部活動

がない場合、どのような活動に参加させたいで

すか。 

自分の学校にある部活動の中

から選んで参加させたい 
３１．５％（１３１名） 

他の学校に希望する部活動があ
り、それに参加できるのであれば
参加させたい 

１６．８％（７０名） 

希望する部活動がなければ、他

の部活動には参加させない 
４．３％（ １８名） 

地域にお子さんが希望する活動が
あれば、地域でのスポーツ・文化活
動に参加させたい 

４７．４％（１９７名） 

●地域での活動に参加させたいという保護者が一番多く、約４７％（生徒は約１３％） 

●自校の他の部活動に参加させたいが約３２％（生徒は約５９％） 

●自校に希望する部活動がなければ、参加させないが約４％（生徒は約２０％） 



８ 

部活動や地域でのスポーツ・文化活動につい

て、お子様をどのような活動に参加させたいと

思いますか。 

年間を通じて、同じ種目や分野を深

めていく活動 
５３．８％（２２４名） 

競技・大会でより高い記録・成

績を残すことを目指す活動 
１６．３％（６８名） 

季節ごとに異なる活動を行うなど、

複数の種目や分野に取り組む活動 
１７．８％（ ７４名） 

競技・大会志向ではなく、レク

リエーション志向で行う活動 
１２％  （５０名） 

○年間を通じて同じ種目に取り組む活動に参加させたい保護者が一番多く、約５４％（生徒は約４０％） 

○大会等で結果を出すことを求めている保護者が約１６％（生徒は約２５％） 

９ 
今後、お子様に資格のある指導者から専門的な

指導を受けさせたいと思いますか。 
思う 

６５．１％ 

（２７１名） 
やや思う 

３７．５％ 

（１５６名） 
あまり思わない 

７．７％ 

（３２名） 
思わない 

１．４％ 

（６名） 

○資格のある指導者から専門的な指導を受けさせたいと思っている保護者が約９３％（生徒は約７４％） 

10 

部活動が地域の活動に移行し、その活動に参加する際

に新たに活動費の負担が生じることが考えられます。

お子様の地域でのスポーツ・文化活動への参加と保護

者が負担する活動費との関係についてどのようにお考

えですか。 

月３０００円～５０００円

であれば参加させる。 
６５．１％（２７１名） 

月１０００１円以上でも参

加させる 
６．３％（２６名） 

月５００１円～１００００

円であれば参加させる 
１３ ％（５４名） 

保護者負担が生じるのであ

れば参加させない 
１５．６％（６５名） 

○５０００円以内であれば負担してもよいと考えている保護者が約６５％ 

○保護者負担がある場合「参加させない」と考えている保護者が約１６％ 

11 
来年度、地域でのスポーツ・文化活動にどのような種目

や分野があったら参加させたいと思いますか。 

ダンス 

（２４名） 

水泳 

（１９名） 

テニス 

（１４名） 

バスケットボール 

（１２名） 

陸上 

（１１名） 

バレーボール 

（１１名） 

サッカー 

（１０名） 

バドミントン 

（１０名） 

プログラミング 

（１０名） 

吹奏楽（楽器） 

（８名） 

美術・絵 

（８名） 

家庭科・料理 

（６名） 
    

※生徒の意見 運動部：バスケ（４７名）、バレー（３０名）、バドミントン（３０名）、テニス（２５名）、水泳・陸上（２０名）、ダンス（１９名） 

       文化部：美術（１１名）、ボランティア（６名）、プログラミング（６名） 

12 

今までの部活動ではなく、地域での

スポーツ・文化活動に参加する形に

なった場合、どのような心配があり

ますか。 

指導者が学校の先生ではないこと ２５．７％（１０７名） 
様々な学校から生徒が参加するた

め、参加メンバーとの関係づくり 
３３．７％（１４０名） 

活動場所が自分の学校ではない場

合、移動の負担が生じること 
８２．５％（３４３名） 大会への参加、成果発表の場の確保 １７．３％（７２名） 

その他 

・指導者について            ・活動場所 

・学校の教員と生徒の関係の変化     ・費用 

・友達関係、絆の深まり         ・連絡方法 

・大会への参加、引率          ・怪我や事故への対応、責任 

・学校部活動に参加しないことが不利益にならないか（推薦等） 

 


